
【ローマのカラカラ大浴場の図面】 

1.玄関ホール 2．談話室 3.プール付き冷水浴場 

4.室内ドーム温湯室 5.蒸し風呂 6.体育館 7.遊戯場  

8.水道のある貯水槽、上部周辺には個室浴場  

（シュライヤーのディンケルによる、1909 年） 

 

 

 

古代ローマの公衆浴場  

 

 四大文明の発祥の地は大河の近くで生まれ、そ

の恵みの多くは水や泉から得てきた。世界を構成

する基本の四大元素、火、空気、水、土の中でも

水は古代から不思議な特別なものとして扱われ、

ギリシアの哲学者ミレトス学派のタレスは、万物

の根源は水であるとみなした。古代から人々は澄

んだ水は身体や魂のけがれを清め、癒すものとし

て、飲料や沐浴に利用して、その治癒効果を実感

し伝えてきた。 

 古代ギリシアにおいて、治療の神アスクレピオ

スを祀る神殿は医療の場でもあり、精神療法、物

理的医学療法、食餌療法、そして水療法を行う施

設が備えられていた。古代ギリシアにおいては二

つのタイプの風呂が見られる。まずバラネイオン

とよばれるものは、浴槽のある個人用風呂で、椅

子のように腰かけて温かい湯を掛けてもらう女性

用のものだ。男性用の施設としてギュムナシオン

があった。１８歳以上の男性が肉体を鍛える訓練

の場所で、体育や道徳教育の施設でもあった。競

技場や水泳用プールを備え、その周りには着替え

部屋、上部から水を浴びる水浴の部屋、香油を塗

る部屋などがあり、当時は非常に高価だった香油

を塗ることで理想的な肉体美を鑑賞していたとさ

れる。さらに討論のための部屋、講義室、図書室

などからなっていた。これらの習慣は次の時代へ

と受け継がれていく。 

紀元前７５３年に建国されたローマは、その後、

王政、共和制を経て、紀元前２７年にローマ軍に

よる帝政が始まった。ローマ帝国は強大な軍事力、 

 

 

 

 

広大な領土をたくさんの属州に分割して支配する 

統治体制の確立、各地に植民市を建設することで

の都市文明の繁栄、道路、港湾施設や上下水道の

整備によって史上最強の帝国を確立した。もっと

も繁栄したのは１世紀後半から２世紀にかけての

５賢帝の時代で総合娯楽施設としての公衆浴場は

ローマの都市にとって欠かせない存在となってい

った。 

 古代ローマの浴場はギリシアの影響を受けて発

達しバルネアとテルマエの２種類があった。バル

ネアは紀元前５世紀から前１世紀の間にギリシア

のバネライオンの形やギュムナシオンの競技場や

水浴場の痕跡が消えて、油や飲食品を売る店が増

え、床暖房や壁暖房が始まり、個人用の浴槽から

共用の浴槽が生まれ、ローマ風のバルネアとして 

 

古代ローマ人の入浴と香油 

         右京裕子 会員 
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『ディオスコリデスの薬物誌』に見る香油・香膏類 

 

 ペダニウス・ディオスコリデス（AD40－90）に

よって著されたこの書物は西洋医学・薬学の書『マ

テリア・メディカ』として、ヨーロッパ世界にお

いて近世まで君臨してきた。彼の生涯についての

詳細は明らかではないが、紀元 1 世紀頃の皇帝ネ

ロとウェスパシアヌスの時代と重なり、ローマ軍

の軍医として地中海東部を中心に活躍していた。

そこには、その地方で使われていた植物薬６００、

鉱物薬９０、動物薬３５ほどの情報が集められて

いる。分類記載の方法は人体への影響や効能によ

るもので、その第 1 巻が、芳香類、油類、香油・

香膏類などだ。 

 香油・香膏類には２５の項目の記載がある。現

在の香油・香水の製法は、蒸留によって花や葉、

樹脂などの精油を作ることが基本であるが、この

方法は後の時代に発達したものだ。古代エジプト

から引き継がれた古代ギリシア・ローマにおいて

の香油の製法は３種類だったとされる。第１の方

法は、花や種子などを直接搾汁する方法で、初期

の段階ではよく用いられた方法だ。第２の方法は、

獣脂の上に香の良い花をのせて、花を何度も新し

いものと取り換えて徐々に香りをしみ込ませてい

くアンフルラージュ法とよばれるものだ。第３の

方法は、花や葉などを６５℃くらいに熱した油の

中に入れて香りを吸収させる方法でマセラシオン

（浸出法）とよばれる。この書物の中で解説され

る香油調製法のほとんどが第３の方法によるもの

だ。 

バラ香油の調製法を見てみると、匂い茅を煮詰

めて濾したところへ油を入れ、乾燥したバラの花

弁を加え、ハチミツを塗った手でかき混ぜて軽く

搾ることを繰り返す。一晩おいて圧搾し、ハチミ

ツを塗った容器に入れる。これが 1 番油で、濾し 

 

 

とったバラを小桶に入れて、濃化油を加えて再び

濾すと 2 番油ができる。これを繰り返して 4 番油

まで得られる。別の方法はアンフルラージュ法で、

バラの花びらの白い部分を切り落とし乾燥させる。

そこに油を注ぎ、８日ごとにバラを新しいものと

取り換えて４０日間、日に干す。出来上がった香

油を保存するというものだ。 

 他にはマルメロ香油、コロハ（フェヌグリーク）

香油、マヨナラ香油、メボウキ香油、ニガヨモギ

香油、イノンド香油、ユリ香油、スイセン香油、

シコウカ（ヘンナ）香油、イリス香油などの記載

がある。 

 ディオスコリデスの処方を読み解いていくと、

古代ローマの人々が植物をどのように利用し、関

わりあってきたかが垣間見えてくる。 
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